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あらまし 我々は，学生が自宅で自習を行うときに学習ログを取得し，学習時間と理解度の関係から学生を複数のグ

ループに分類した上で教場での授業を行うグループ分け反転授業を提案し，2年間の実授業に適用して自習後の理解
度と対面授業後の理解度の観点で，提案手法の効果を示した．本研究では，2018年度の実授業への適用における自習
の理解度を測るための自習確認テストの方法に関しての課題を検討する．具体的には，自習時と監視下で行った自習

確認テストの得点を比較し結果を検討する．

キーワード 反転授業，eラーニング，ブレンデッドラーニング，効果的授業
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Abstract We proposed a method for an effective flipped classroom based on the log information of the self-study.
We called this a “grouped flipped classroom.” We applied the grouped flipped classroom method to actual lessons
in 2017 and 2018. The results revealed that the grouped flipped classroom improved students’ performance. In
this paper, we will examine the issues regarding the method of self-study achievement test in application to actual
lessons in 2018. Specifically, we compare the scores of the self-study achievement tests that were conducted without
supervision and under supervision.
Key words Flipped-Classroom, e-Learning, Brended-Learning, Effective Classroom

1. ま え が き

我々は，反転授業の自習時の e-ラーニングの学習ログを取得
し，自習時の理解度が高い学生のグループ，自習に時間をかけ

なかったために理解度が低い学生のグループ，自習に時間をか

けたが理解度が低い学生のグループに分けて教場での対面授業

を行う「グループ分け反転授業」を提案してきた．これにより

学生の自習時における理解度別に対面授業を進めることができ，

学生の理解度の向上を図ることができることを示した [1] [2] [3]．
また，別の授業にこの提案方式を適用し [4]，グルー分けを行う
提案方式の反転授業とグルー分けを行わない従来手法としての

反転授業の比較を行い理解度の低い学生や事前に予習をしてこ

ない学生に対して底上げの効果を期待できることが示した [5]．
さらに，底上げの効果だけでなく理解度の高い学生に対しても

飽きさせることなく高度な授業を行えたことも示した [6] [7] [8]．
また半期（16 週間）を通した実授業へ適用するために自動グ
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ループ化のためのツールを開発し [9]，グループ化の手間が大幅
に軽減されたため，このグループ分け反転授業の方式を 2017年
度後期における 16 週間の実授業に適用した [10]．実授業にお
いても理解度の低い学生や事前に予習をしてこない学生に対し

て底上げの効果を期待できることやグルー分けを行う提案方式

の反転授業とグルー分けを行わない従来手法としての反転授業

の比較を行い提案方式の優位性を示した [11] [12]．また，実授
業で得られたアンケート結果の分析評価を行った [13] [14] [15]．
また 2017年度に引き続き 2018年度に関しても 16週間の実授
業にグループ分け反転授業を適用し，テストの成績からその有

効性を示した [16]．
本論文では，2018年度の実授業への適用における自習の理解
度を測るための自習確認テストの方法に関しての課題を検討す

る．具体的には，対面授業に先立って行う自習確認テストを自

力で解いていないかもしれない事象が発生したいため，それを

確認するために自習時と全く同じ問題で構成される自習確認テ

ストを監視下で再度行い，自宅で行ったはずの自習確認テスト

の得点と監視下で行った得点を比較検討する．

2章では，実授業への適用の詳細について述べる．3章で自
習確認テストの実施日についての問題提起を行い，実験方法と

結果，および改善案について記述する．4章でまとめと今後の
課題を示す．

2. 実授業への適用

湘南工科大学において 2018年度後期に開催した「基礎プロ
グラミング実習」の授業にグループ分け反転授業を適用した．

8週間分の反転授業の全体構成を図 1に示す．その中で 1週
間分の反転授業は，自宅での自習，自習確認テスト，対面授業，

最終テスト，アンケートで構成される．

自宅での自習の際に，どれだけの時間をかけて自習を行った

かの学習ログを取得した．自習期間の後半には，Moodle上で
自習確認テストを実施する．図 2に示すように，自習確認テス
トはMoodle上の小テストの機能を使い，10点満点の Javaプ
ログラムの穴埋め問題として実施した．1週間の自習の後の大
学の教室における対面授業の際には，自習時間と自習確認テス

トによる理解度の関係から，自習の結果この週の内容は理解で

きていると認められる学生 (Group A)，自習を行わなかった
か，あるいは自習時間がとても短かかった結果，内容を理解で

きていない学生 (Group B)，時間をかけて自習を行ったにもか
かわらず内容を理解できていない学生 (Group C)の 3つのグ
ループに分けた上で授業を実施した．授業の最後に，最終的な

理解度を測るために最終テストを実施し，グループ分けに関す

る理解度と授業の難易度に関するアンケートを実施した．

なお，2018年度の授業の受講者は，前半の 8週間が 90名 (内
1年生 87名,2年生以上 3名）（学生群 1と呼ぶ），後半の 8週
間が 99 名 (内 1年生 93 名，2年生以上 6名）（学生群 2と呼
ぶ）であった．

図 1 反転授業アプロ―チの全体構成

図 2 自習確認テスト

3. 自習確認テストの実施日について

3. 1 問 題 提 起

文献 [16]でグループごとの自習確認テストと最終テストの点
数の比較を行った．比較結果を図 3，4，5に示す．
なお，本章で示すグラフの凡例は以下の正規表現に従う．

(2017|2018) − (1|2)(Total|A|B|C)(Self|Last)

ここで，2017，2018は実施年度を表し，1は学生群 1を，2は学
生群 2を表す．また，Totalは学生群の全体を，A,B,Cはそれ
ぞれグループを表す．さらに，Selfは自習確認テストを，Last
は最終テストを表す．

グループ Bとグループ Cに関しては，自習確認テストの点数
よりも最終テストの点数の方が統計的にも有意に高くなった．

しかしグループ A に関しては図 3 に示すように自習確認テス
トの点数よりも最終テストの点数の方が低くなった．

なお，図 3，4，5 に示した矢印は，t-検定によって 5%の有
意水準で平均値に差があるという結果を得たデータを示してい

る．図 3に示したデータの t-検定の p値を表 1に示す．
自習確認テストと最終テストの難易度の違いもあるかもしれ

ないが，明らかに最終テストの方が点数が低いので，この原因

を明らかにしたい．

3. 2 実験方法と結果

2018年の学生群 2の第 5週の対面授業の開始時に，自習確認
テストとまったく同じ小テストを教室内でもう一度実施する，

という事を行った．自習確認テストを自力で解いていれば全く
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図 3 グループ A の自習確認テストと最終テストの点数の変化

図 4 グループ B の自習確認テストと最終テストの点数の変化

図 5 グループ C の自習確認テストと最終テストの点数の変化

表 1 図 3 に示したデータの t-検定の p 値

week 2 3 4 5 6 7 8
2017-1A 0.976 0.257 0.083 0.004* 0.007* 0.001* 0.373
2017-2A 0.686 0.892 0.008* 0.000* 0.033* 0.000* 0.757
2018-1A 0.985 0.001* 0.000* 0.000* 0.005* 0.000* 0.170
2018-2A 0.000* 0.004* 0.000* 0.000* 0.000* 0.000* 0.000*

*:p < 0.05

同じ問題を再び行うだけなので点数は同じか高くなるのことが

期待できる．図 6に個人ごとの自宅で行った自習確認テストと
教室で行った自習確認テストの得点差を，その度数分布表を図

7に示す．図 6および図 7より，自習確認テストを自力で解い
ていれば全く同じ問題を再び行うだけなので点数は同じか高く

なるのことが期待できるにもかかわらず，得点が下がった学生

が 24人も存在した．得点が上がった学生 25人，同点だった学
生 23人だったので，33%の学生が一度解いている問題を再び
解いて得点が下がったことになる．これは，自習確認テストを

自力では解かず，問題を理解することもなく，良くできる学生

に答えを教えてもらいながら回答している可能性が高いと言わ

ざるを得ない．

3. 3 改 善 案

我々は，実授業へ適用するために自動グループ化のための

ツールを開発済みである [9]．このツールを用いれば，自習確認
テストの終了直後にグループ分けを実現できる．つまり対面授

業の授業開始時に自習確認テストを行い，テスト終了直後にグ

ループ分けを実施することが可能であり，これにより自習確認

テストを自力で解かないという不正を軽減できると考える．

4. まとめと今後の課題

本研究では，自宅時の学習時間と理解度の関係から学生を複

数のグループに分類した上で教場での授業を行うグループ分け

反転授業を 2 年間の実授業に適用した．2018 年度の実授業へ
の適用における自習の理解度を測るための自習確認テストの方

法に関しての課題を検討した．その結果，自習確認テストを自

力では解かず，問題を理解することもなく，良くできる学生に

答えを教えてもらいながら回答している可能性が高いことが判

明した．自習の理解度を確認するための自習確認テストを対面

授業の授業開始時に行うことで自力で解かない不正を軽減でき

ると考えられるため，次年度の授業で実践する予定である．
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図 6 自宅で行った自習確認テストと教室で行った自習確認テストの得点差

図 7 自習確認テストの得点差の度数分布表
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